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下山さん 今野さん 須田さん

このマップの文字とイラストは
３人の手書きです。
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下山さん 今野さん 須田さん

このマップの文字とイラストは
３人の手書きです。
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利府町が大好き！と熱い想いを語ります

都会すぎず田舎すぎない
住み心地 

人とのつながりがあるか
ら魅力がある

利府といえば「コレ」を
生み出したい

若者が語る利府町の魅力！
　創刊200号を記念し、 これからの利府を担う若者と議
会広報常任委員が座談会を行いました。 参加してくれ
たのは、 利府育ちで「学生まちおこし協力隊マチトリン
ク」として活動する大学生のお２人。「利府町への想
い」を語ってもらいました。

―今年で大学をご卒業される
お２人ですが、今後も利府町
に？ 
松浦さん：配属次第ですが、
なるべく残りたいです。同級
生も半分くらいは地元にいま
す。 
― 若い人が残ってくれるのは
嬉しいですね。理由はどこに
あると思いますか？ 
松浦さん：すごく都会でも田
舎でもなく、いい感じで発展

― 人との関わりはどうですか。 
松浦さん：「ハマスカまつり」
や「マチトリンク」の活動を
通じ、地元の人の温かさに助
けられています。人との距離
が近く、コミュニティがある
のが利府の良いところだと思
います。 

小野寺さん：地域の人から「手
伝ってくれてありがとう」と
言われることが多く、つなが
りを大切にしたいと感じます。
大学の実習で「規模の大きい
街」と「小さい街」へ行きそ
れぞれのチームで討論をしま
した。どちらにもメリット・
デメリットがありましたが、
利府はその両方の良いところ
を兼ね備えています。少し発
展してきたからこそ実現でき
た「利便性もコミュニティも

― 今後の展望を聞かせてくだ
さい。 
松浦さん：駅を中心に、住民
同士の交流や町への関心につ
ながるイベントを企画したい

と考えています。 
小野寺さん：利府といえば「コ
レ」というものをみんなで生
み出していきたいです。また、
活動を次の世代につなげてい
きたいです。 
― ありがとうございました。
これからも若い力で利府町を
盛り上げてくれることを期待
しています。

あるまち」。そこが魅力だと感
じます。

している点でしょうか。住み
心地が良い環境が整っている
からだと思います。 
小野寺さん：　仙台も近く、
ある程度お店も自然もある。
生活しやすいので、みんなよ
く「ちょうどいい」と言って
います。県外から戻ってくる
友人もいますし、私もこのま
ま利府に残りたいですね。

小野寺さん 松浦さん

ご協力
ありがとう

ございました。

住みやすさと
人の温かさ
その両方が
ある町です！

若者の町への
想いを受け止めて

私たちも
がんばります！
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全員協議会室

執行部の席

正副議長室

議長席

傍聴席

議員席

りふ議会だより２００号の編集に参加してくれた
須田さんと今野さんと松浦さんが議会棟を探検しました！

全員の議員が集まり、意見交換
や町からの説明を聞く部屋です。

議長は会議を進め、発言の順番やルー
ルを守らせる役目を担っています！

議会の様子を見ることができます。
車いす専用席や難聴者用の機械もあります！

町長や役場の職員の座る席。
議員の質問に答え、提案内容を説明します。

シャンデリア
が梨の花なん
だって！

厳かな
雰囲気で少し
緊張します！

議員全員で話し
合うことはとても
大事なことだと
思います！

議員以外の
人も使えるん
だって！

議長席は議場
を見渡せるよう
に一番高くなっ
てるんだね！

校長室
　みたい！

映画館
みたい！

キラキラ
してる！

議員のみなさん
まちのために
がんばって
ください！

今野さん 須田さん

松浦さん
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中央公園多目的運動場

創刊号

33号

18号

23号

34号

　「りふ議会だより」は、今回記念すべき200号の発行に至りました。昭和51年
３月定例会を創刊号として以来、50年間にわたり議会の審議の状況を分かりや
すく町民の皆様にお伝えできるように努めてまいりました。
　創刊号発行当時、10,000人ほどだった人口は現在約36,000人となり町は大き
な発展を遂げました。急激な人口の増加に伴い公共施設や学校建設などの社会イ
ンフラ整備が急がれた50年でしたが、各号の「りふ議会だより」から、その審
議内容をご紹介します。（掲載にあたり、原文の一部を整理・省略しています）

八ケ森団地、沢乙団地（しらかし台）
問　�沢乙住宅団地開発の説明を受けたが、事業主体は県、公団のどちらか。
答　事業主体は公団である。
問　約四町歩余りの農地が買収されるとあり地権者が不安になっている。
答　農地の買収は、後継者の意欲を聞き折衝する。

問　�しらかし台団地は昨年２度にわたり販売したが売れていない。
答　�民間の宅地販売と違い厳しい販売条件もある。販売方法、条件等の改善を要請

する。

問　�建売住宅に地元業者を参加させられないか。
答　�地元業者の参加は望ましいが、モデルハウスの展示など資本力がない。土地購

入者に呼びかける。

社会体育施設
問　�学校施設の開放と館のミニグラウン

ドでは、住民の要請に応えられない。
社会体育施設の建設を急げ。

答　�永年の懸案である。将来町の人口増
加に伴い、総合体育センターや中央
グラウンドをセットで開発すべきと
思う。早急に実現したい。

問　�基本計画は出来ているが、実施計画
と工事の進捗状況はどうか。

答　�実施計画はまだ立っていない。建設
順は、体育館、公民館、野球場の順
で完成まで５～６年を要する。

利府町総合体育館条例が制定されました。

昭和51年
３月定例会

昭和59年
３月定例会

昭和55年
６月定例会

35号 昭和59年
９月定例会

昭和56年
９月定例会

昭和59年
６月定例会
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区画整理事業が行われている利府駅前

社会教育推進の場、昭和27
年建設の利府町公民館

問　�駅前開発を早急に推進せよ。
答　�十分な開発構想を練り着手すべき

で、時間をかけ悔いのない開発を
考慮中だ。

問　�基本計画では玄破沢（現在の中央公園多目的運動場付
近）が建設予定地となっている。交通の便からも駅前
開発の中に用地を確保し、建設してほしい。

答　�一部住民から役場周辺が良いとの声がある。玄破沢に
限定せずに幅広く検討したい。

問　�地権者や関係者の意見を聞き、計
画の一部変更をする考えはないか。

答　�説明会やアンケート調査で関係者
の意向を大体つかめた。今後の進
め方は後日説明したい。

問　�公民館構想を具体化するために場所、機能を検討する
必要があるのでは。

答　�中央公民館構想を審議するため、「（仮）公共施設整備
委員会」を設置したい。

問　�人口４万人での事業計画だが、公共施設整備等で現住民の負担増にならないか。
答　�人口４万人の到達目標は昭和75年とみている。多少の負担はお願いしたい。換

地は現住所に近い所にしたい。　

問　�住民要求度の一番高い施設である。一日も早く建て替える必要がある。
答　�中央公民館の建設は、（仮）ふるさと創生館と複合的な建物として検討中である。

問　�ふるさと創生館の建設構想が示されたが問題がある。中央公民館建設構想には、
公民館、文化会館、歴史資料館、図書館があった。ふるさと創生館は、この考
えからだいぶかけ離れている。

答　�中途半端な計画と言われても、やむを得ない。
　　複合施設で幅広く町民の要望に応えていく。

十符の里プラザ開館で条例が制定されました。
平成３年春　開館

駅前開発

中央公民館

コミュニティセンターとの
合築問題が問われた利府駅

12号

27号

35号

37号

43号

53号

54号

60号

昭和54年
12月定例会

昭和57年
９月定例会

昭和59年
９月定例会

昭和60年
３月定例会

昭和61年
９月定例会

平成元年
３月定例会

平成元年
６月定例会

平成２年
12月定例会
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町営住宅の早期建設を
（写真＝町営八幡崎住宅）

耐用年数が迫っている防犯灯

問　�町営住宅は、昭和38年に堀川住宅、39年に石田
住宅、40年に飯土井住宅、42年に八幡崎住宅を
建設しており、耐用年数に到達している。建て
替える計画はないか。

答　�いつまでも古い住宅とは考えていない。雇用促
進事業団が２棟80世帯の住宅を計画中で、そち
らに移ってもらう考えである。

問　�現在、設置費は、町と部落会が折半。電気料及び
維持管理費は部落会であり、地元部落会では大き
な負担となっている。防犯灯は、公共性から当然、
公費負担すべきだ。

答　�町内は、範囲が広いので難しい。設置要綱もあるので
当分の間、地元で負担してもらいたい。

問　�町営住宅の修繕費が年々増えている。昨年、対策費を検討すると言ったが協議し
たのか。

答　�当分、修繕をしながら現状のままでいく。将来、１か所に集約し質の高い町営住
宅を考えたい。

問　�防犯灯は、町内会が設置している。町は修繕費を助成すべきだ。
答　�エバーライトの耐用年数が15年で、あと５年残っているが製造中止なのでＬEＤ

への交換となる。今後、大量の交換が必要となるので国の補助を調査する。

問　�新しい住民が増加している。町が公営墓地を造り提供すべきではないか。
答　�人口が増えているが、若い世帯が多いので今必要な人はそれ程でもない。将来の

必要性は分かるが、今すぐはできない。

町営たてやま霊園が完成しました。
区画墓地500区画、集合墓地50基、愛がん動物霊園１施設（合葬形式）

問　�宗派にとらわれず墓地を求めたい町民のために、最初から大きな数を考えずに50
から100区画で実現できないか。

答　�当分は、お寺の墓で対応が可能である。

問　�2018、2019年に整備したエバーライト防犯灯の耐用年数が間もなく切れる。対
策は。

答　�数年後には、大量交換となる。近隣自治体ではリース方式に変更しており、現在
調査している。

防犯灯等賃貸借事業
町内会が管理する防犯灯がＬＥＤ照明へ変更されました。

全員協議会にて、堀川住宅、石田住宅、八幡崎住宅を集約して建て替える町営住宅建
替計画策定業務事業の説明がありました。

八幡崎住宅地内に集約して建設する町営住宅の事業者が選定されました。

町営住宅の建て替え　

防犯灯の設置、維持管理の公費負担

町営墓地

31号

67号

184号

197号

19号

168号

37号

171号

52号

182号

163号

昭和58年
９月定例会

平成４年
９月定例会

令和３年12月

令和７年
３月定例会

昭和55年
９月定例会

平成29年
12月定例会

昭和60年
３月定例会

平成30年
９月定例会

昭和63年
12月定例会

令和３年
６月定例会

平成28年
9月定例会
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旧役場庁舎

町民の望む運用を

問　�住民から図書館建設の要望がある。
答　�必要性は十分認めている。基本計画の主要事項の一つだ。
　　�現在、学校建設やその他の公共施設の整備計画がめじろ押しで、それらと調整を図

りながら計画したい。
問　�9月に利府町文化複合施設整備検討委員会が設置された。施設概要、建設時期、場所、

費用への町長の考えは。
答　�各文化施設を別々に建設すると建設費が膨大となるため、文化複合施設とした。場

所は町の中心部を選定したい。
問　�造成工事の完了はいつか。また、建設の発注時期は。
答　�造成工事は、平成31年３月までの予定で建物の発注時期は、現在埋設しているガス

管を移設後に行う。

問　�開館の準備作業や書籍などの購入で約２億円計上している。高額の契約なので一般
競争入札がふさわしいのでないか。

答　�指定管理者と契約することで、作業の効率化が図れると判断した。

問　�急激な人口増に伴い、行政サービスの窓口として
の庁舎が手狭になっている。建て替え計画への、
町長の考えを伺う。

答　�財源の半分を起債にたよれば平成８年から９年に
なる。場所は、現在の敷地内を考えている。

問　�庁舎は、狭くプレハブで対応している。庁舎建設は
必要だ。学識経験者、住民代表を含めた建設委員会
を設置したらどうか。

答　�建設委員会を設置するとすれば公共施設整備委員会
を中心にし、それを包含した形でいく。

問　�デマンド交通システムの構築が必要だ。町としての取り組みは。
答　�検討したが既存の業者との調整があり導入は困難である。
問　高齢者対策の一つである。
答　�地域住民の意見を取り入れ新しいものを作っていきたい。

問　�路線バスでは対応できない交通弱者が増
えている。デマンド交通システムの研究、
導入はできないか。

答　�地域公共交通会議に諮り、調査研究を進
める。

問　�住民協働で、こうしたシステムを構築で
きないか。　

答　�法改正があり、デマンドの運営主体が町
内会や地域の団体でもできるようになった。

７月15日役場庁舎を移転することに伴い役場の位置を定める条例が改正されました。

�総務財務常任委員会でデマンド交通の政策提言を町長に提出しました。

文化複合施設

役場庁舎の建て替え

デマンド交通システム

67号

148号

169号

179号

60号

64号

106号

159号

164号

186号

平成４年
９月定例会

平成24年
12月定例会

平成30年
３月定例会

令和２年
９月定例会

平成２年
12月定例会

平成３年
12月定例会

平成14年
６月定例会

平成27年
９月定例会

平成28年
12月定例会

令和４年
６月定例会
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　利府町議会では、「顔が見える議会」、「開かれた議会」を目指し、議会で審議したこ

とや、議会の取り組みなどを町民の皆様に直接説明すると同時に、議会や町に対する

貴重なご意見を伺う場として議会報告会を開催してきました。

　今回は、令和７年９月19日～21日の３日間、全議員が４班に分かれ、町内12会場で

105人の住民の方に参加していただき実施しました。「議会だより」をもとに令和７年

度予算の概要説明と「まちづくり」と「文化交流センター（リフノス）第２期工事」
などをテーマに意見交換しました。

議員の真剣な話
が聞けてよかった。
もう少し話がした
かった点が心残り
です。

意見交換が活発
に行えたと思う。
このような機会
は大切なので今
後も定期的に開
催してもらいた
いです。

地域の声を直接
聞いて、より良
いまちづくりに
活かしてくださ
い。

時間が短いと感
じた。議員と何
度もこのように
会うことで本音
を話せるように
なると思う。

議会説明会実施場所と参加数

木村　均さん阿部安孝さん

鈴木　寛さん伊藤　亨さん

館 公民館 １３人
神谷沢コミュニティセンター ７人
春日二部 集会所 ９人
菅谷公民館 ６人
しらかし台 夢民館 ９人
赤沼公民館 ８人
森の郷 １１人
葉山第2集会所 １１人
須賀集会所 ６人
菅谷台三丁目集会所 ６人
青葉台二丁目集会所 １３人
総合体育館サブ棟講習室 ６人

開かれた議会を目指して
議会報告会

各地区住民との意見交換

第 The
10th

10 回
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●文化交流センター（リフノス）第2期整備
●�リフノス第２期整備は、建設コストの高騰、維持

管理費負担などを鑑み、慎重に検討するべき。
●�事業内容や経費など詳細な内容を明示してアンケ

ートをするべきである。
●�大ホールの整備を進める前に、多目的ホール利用

状況を検証してから議論を進めるべき。

●公共交通
●�公共交通会議に、実際利用している当事者（免許

返納者、車で送迎している保護者など）を入れる
べき。

●�町民バスをもっと充実させてほしい。町独自の利
便性重視の路線系統設計をしたらどうか。

●�バス停ベンチは散歩・高齢者の休憩の需要もある
ので、全停留所整備を加速してほしい。

●ｍｏｂｉの実証運行
●�ｍｏｂｉは公共交通が充実していない地域を優先

すべきではないか。走っていない地域は乗り合い
タクシーで補完してほしい。

●�ｍｏｂｉは、高齢者にはスマホ予約が難しい。改
善できないか。また、岩切駅にも行けるようにし
てほしい。

●情報公開
●�役場へ問い合わせをしても「ホームページに記載

している」と言われる。インターネットが使えな
い世代に配慮してほしい。

●旧役場の利活用
●�跡地は町の歴史と象徴性を持つ「町民の財産」と

の共通認識を堅持すべき。

●教育
●�教育長が一年も不在と聞いた。現場対応の停滞を

懸念している。速やかな選定・任命をお願いしたい。
●�利府二小の建て替えに伴った学区の変更の有無な

どの説明がほしい。
●�町民プールの老朽化が懸念される。学校授業で使

用するなら大規模改修してもよいのでは。

●防災・安全対策
●�イノシシの被害が増加や熊の目撃も増えている。

町としてもっと力を入れて対応してほしい。
●�通学路になっている県道に、一部歩道がなくて危

険な箇所がある。
●�町の総合防災訓練に、災害弱者への対応の検討を

してほしい。

●水道事業
●�水道事業の包括委託で役場の技術者が育たないの

ではないか。技術者は町で育てるべき。

●町内会運営
●�防犯灯の管理が町内会ごとになっている。特に世

帯数が少ない町内会は負担が大きいため、町で考
えてもらいたい。

●�宅地造成が進み住民が増え町内会が拡大してきて
いる。町内会の役割「現状、問題、今後」の検討
会を設けてはどうか。

●まちづくり
●�外注による計画作成が多い様に思うが、基本は、

役場職員が自ら行うべきではないか。
●�土日のイオン付近の交通渋滞を改善できないか。
●�行政の傾聴が不足している、各地区で巡回説明な

ど双方向対話を強化してほしい。
●�草刈りが高齢化により困難になってきている。町

で何とかしてほしい。

※いただいた課題や意見は今後、委員会で精査して対応していきます。

V o
i c e 町への主な意見
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利府町文化交流センター
「リフノス」指定管理者が決定

引き続き「利府みらいクリエイティブ」を指定

　
令
和
8
年
4
月
１
日
か
ら
5
年
間
、
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
「
リ
フ
ノ
ス
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て
「
利

府
み
ら
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
を
指
定
す
る
こ
と
へ

議
決
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

利
府
み
ら
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

構
成
員

丸
善
雄
松
堂
株
式
会
社

ア
ク
テ
ィ
オ
株
式
会
社

株
式
会
社
東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

問　
今
回
新
た
に
締
結
さ
れ

る
協
定
書
に
、
こ
れ
ま
で
町

民
や
利
用
者
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
改
善
要
望
な
ど
は
ど
の
よ

う
に
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
。

答　
町
民
か
ら
出
て
い
る
具

体
的
な
意
見
に
適
切
に
取
り

組
み
改
善
し
て
い
き
た
い
。

問　
令
和
６
年
度
ま
で
の
評

価
項
目
に
、
平
等
利
用
の
数

値
目
標
の
設
定
が
な
か
っ
た
。

答　
リ
フ
ノ
ス
に
設
置
し
て

い
る
意
見
箱
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
基
に
、
令
和
8
年
度

以
降
は
平
等
利
用
の
項
目
を

設
け
て
い
き
た
い
。

問　
新
た
な
協
定
書
に
は
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
利
用

促
進
、
平
等
利
用
の
確
保
と

い
う
部
分
が
盛
り
込
ま
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
協
定
書
に
盛
り
込
ん
で

い
き
た
い
。

問　
協
定
書
の
骨
子
案
が
で

き
た
際
に
は
、
事
前
に
議
会

へ
提
示
し
て
ほ
し
い
。

答　
機
会
を
捉
え
て
示
し
て

い
き
た
い
。 質

　
疑

議
長

各
種
委
員
会
・
委
員
長
・
副
委
員
長

永
野
渉
議
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
各
種
委
員
会
の
委
員
長
・
副
委

員
長
が
新
た
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
忠
美
議
員
が
健
康
上
の
都
合
で
議

長
を
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
新
た
に
永
野
渉
議
員
が
議
長

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

 議長　永野　渉高木　綾子

議会活性化特別委員会
副委員長

小渕　洋一郎

議会運営委員会
副委員長

鈴木　忠美

総務企画常任委員会
委員長

さらに住民と協働した施設づくりを

指定
管理

N
um

ber

議
案
69

議 会 N E W S
議 会
人 事
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再
審
法
の
改
正
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出

刑事訴訟法の
再審法の改正を求める
意見書の提出

診療報酬・介護報酬の引上げと
医療機関や介護施設の経営改善
を求める意見書の提出

診療報酬・介護報酬の引上げと
医療機関や介護施設の
経営改善を求める請願書

【
請
願
者
】

　
日
本
国
民
救
援
会
塩
釜
支
部　
支
部
長　
　
阿
部　
長
喜

　
紹
介
議
員　
土
村　
秀
俊 

【請願者】
　宮城県民主医療機関連合会　会　　長　舩山由有子

　　　　　　　　　　　　紹介議員　金萬　文雄

請
願
内
容
・
要
旨

請
願
内
容
・
要
旨

委
員
長
報
告

　

身
に
覚
え
の
な
い
罪
で
服

役
さ
せ
ら
れ
場
合
に
よ
っ
て

は
命
ま
で
奪
わ
れ
る
冤
罪
ほ

ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
再
審
制
度
は
そ
の
よ

う
な
不
幸
な
冤
罪
者
を
救
済

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
冤

罪
犠
牲
者
を
早
期
に
救
済
す

　
医
療
機
関
は
人
材
不
足
、

物
価
高
騰
な
ど
複
合
的
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
次
の

事
項
を
国
会
及
び
関
係
行
政

庁
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
請
願
し
ま

す
。

●�

全
額
公
費
に
よ
る
追
加
の

賃
上
げ
支
援
策
の
実
行

●�

診
療
報
酬
を
抜
本
的
に
引

き
上
げ
る
臨
時
改
定
を
実

施
受
療
権
・
介
護
を
受
け

る
権
利
を
守
る
た
め
負
担

軽
減
策
も
実
施

る
上
で
、
次
の
３
点
の
法
改

正
、
法
整
備
が
急
務
で
す
。

●�
再
審
の
た
め
の
全
て
の
証

拠
を
開
示

●�

再
審
開
始
決
定
に
対
す
る

検
察
の
不
服
申
立
て
を
禁
止

●
公
正
な
再
審
手
続
き
の
整
備

●�

訪
問
介
護
費
の
引
下
げ
を

撤
回
し
、
全
て
の
介
護
事

業
所
を
対
象
に
、
介
護
報

酬
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ

る
臨
時
改
定
を
実
施

　
こ
の
請
願
は
本
会
議
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
請
願
は
、
総
務
企
画

常
任
委
員
会
に
令
和
7
年
9

月
定
例
会
で
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
会
の
審
査
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
審
査
の
経
過
】

令
和
7
年
12
月

　
委
員
間
討
議
、
討
論
及
び

　
金
萬
文
雄
議
員
が
提
出
者

と
な
り
、
議
長
名
で
国
に
対

し
次
の
内
容
の
意
見
書
を
提

出
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
機
関
・
介
護
施
設
等

が
物
価
高
騰
や
人
材
確
保
に

対
応
可
能
と
な
る
財
源
を
確

保
で
き
る
よ
う
、
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
の
抜
本
的
引

上
げ
を
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

　
総
務
企
画
常
任
委
員
長
が

提
出
者
と
な
り
、
議
長
名
で

国
に
対
し
次
の
内
容
の
意
見

書
を
提
出
す
る
議
案
が
提
出

さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●�

再
審
に
際
し
審
査
で
集
め

た
検
察
官
の
手
持
ち
証
拠

を
全
面
開
示
す
る
こ
と

●�

再
審
開
始
決
定
に
対
す
る

検
察
官
の
不
服
申
し
立
て

を
禁
止
す
る
こ
と

●�

再
審
に
お
け
る
手
続
き
を

整
備
す
る
こ
と

採　択

採　択

採
決

請
願
調
査
報
告
書
の
作
成

【
委
員
間
討
議
の
概
要
】

　
冤
罪
は
、
国
家
に
よ
る
最

大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
。
無

実
の
者
を
迅
速
に
救
済
す
る

こ
と
は
刑
事
司
法
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

行
の
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規

定
は
証
拠
開
示
や
審
理
手
続

き
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
早
急
な
法
改
正
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

【
結
論
】

　
委
員
会
で
は
全
会
一
致
で

採
決
す
べ
き
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

NumberNumber

２号３号

請
願

Number

３号

発
議

Number

４号

意見書の提出 意見書の提出発
議

請
願
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看板付近は要警戒（菅谷台の県道脇の歩道）

令和７年度一般会計に６億2321万円を追加し総額
167億639万円とするものです。

■一般会計の主な補正予算項目
債務負担行為の補正（追加）�

事　業　名 期　　間 限度額 理　　由

総合情報システム
賃貸借事業

令 和 ８ 年 度 か
ら令和10年度
まで

 2億7462
万円

標準化に対応した基
幹系システムの賃貸
借を行うため

町民バスキャッシュ
レス決済支援事業 令和8年度 令和８年度

予算の範囲内
町民バス運賃のキャ
ッシュレス決済を導
入するため

館山公園駐車場整
備事業 令和8年度 1200万円 館山公園の駐車場を

増設するため

歳入（収入）
項　　目 補　正　額 理　　　由

児童福祉費補助金 ＋247万円
子ども・子育て支援交付金産
後ケア事業の利用者増等に伴
い国・県からの補助金の増額

地域公共交通利活用促
進事業費補助金 ＋250万円 利府町版モビが県の補助金の対

象事業となったことから増額

財政調整基金繰入金
＋３億　　

458万円 財源調整のため増額

歳出（支出）
項　　目 補　正　額 理　　　由

クマ生息状況ドローン
調査業務委託料 ＋214万円 クマ目撃情報の箇所を調査し

対策を講じるため計上

町農作物有害鳥獣被害
対策協議会負担金 ＋260万円

緊急的なクマ対策として協議
会が必要となる経費を補助す
るため増額

緑地法面高木伐採等業
務委託料等 ＋295万円

クマ被害未然対策として町管
理の緑地等の高木の伐採を行
うため増額等

クマよけ鈴購入 ＋360万円 クマよけ鈴を購入し児童・生
徒等へ配布するため増額

学校給食費賄い材料費 ＋1291万円 材料費の高騰に伴い増額

問　
小
・
中
学
生
に
ク
マ
よ

け
鈴
を
配
布
す
る
と
の
説
明

で
あ
る
。
入
手
が
困
難
と
言

わ
れ
て
い
る
が
い
つ
頃
納
入

さ
れ
る
の
か
。

答　
令
和
８
年
１
月
以
降
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
配
布
対
象
は
。

学
校
教
育
費
消
耗
品

ク
マ
よ
け
鈴
購
入

360万円
歳出

追加

答　
児
童
生
徒
と
教
職
員
、

ま
た
、
区
域
外
就
学
者
に
も

配
布
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
配
布
す
る
際
、
扱
い
方

の
説
明
や
ク
マ
対
応
の
チ
ラ

シ
も
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

答　
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

令和８年度
一般会計補正予算

6億2321万円を追加し

167億円総
額

クマ対策に1137 万円計上
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公園近くに駐車場を増設します

問　
増
額
の
要
因
は
。

答　
利
用
者
が
増
え
た
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
双
子
や
三

つ
子
な
ど
の
支
援
を
必
要
と

す
る
人
が
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
る
。

産
後
ケ
ア
事
業

224万円
歳出

増

ク
マ
生
息
状
況
ド
ロ
ー
ン

調
査
業
務
委
託
料

214万円

令和８年度
予算の範囲内

歳出

追加

問　
調
査
内
容
は
。

答　
ク
マ
の
目
撃
情
報
か
ら

選
定
し
た
場
所
に
、
サ
ー
モ

カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー

ン
を
飛
行
さ
せ
る
。
体
温
を

探
知
し
映
像
を
撮
影
す
る
。

映
像
の
解
析
結
果
を
基
に
対

策
を
立
案
す
る
。

問　
実
施
回
数
と
調
査
す
る

時
間
帯
は
。

答　
３
回
を
予
定
し
て
い
る
。

時
間
は
、
ク
マ
の
活
動
が
活

発
と
な
る
日
の
出
か
ら
２
時

間
程
度
を
考
え
て
い
る
。

問　
調
査
で
ク
マ
の
生
息
位

置
が
分
か
る
の
か
疑
問
で
あ

る
。
常
時
監
視
で
き
る
定
点

カ
メ
ラ
を
増
や
し
た
ほ
う
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
成
果
は
未
知
数
だ
が
、

生
息
状
況
を
把
握
で
き
て
い

な
い
。
有
益
な
調
査
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
調
査
し
た
後
の
対
策
は
。

答　

電
気
柵
・
防
除
威
嚇

機
・
警
告
看
板
の
設
置
を
考

え
て
い
る
。

問　
決
済
方
法
の
検
討
状
況
は
。

答　
現
在
想
定
し
て
い
る
の

は
ペ
イ
ペ
イ
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で
あ
る
。

町
民
バ
ス
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済

債務負担
行　　為

問　
設
置
場
所
は
。

答　
館
山
公
園
を
登
り
切
っ

た
上
の
辺
り
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
整
備
す
る
台
数
は
。

答　
設
計
業
務
を
行
う
中
で

設
定
し
た
い
。

館
山
公
園
駐
車
場

整

備

事

業

1200万円
追加

問　
産
後
ケ
ア
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
項
目
が
あ
る
。

ニ
ー
ズ
の
多
い
項
目
は
。

答　
宿
泊
型
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
型
、
訪
問
型
の
３
種
類
あ

る
。
利
用
が
多
い
の
は
通
所

型
の
６
時
間
未
満
の
サ
ー
ビ

ス
で
あ
る
。

問　
ニ
ー
ズ
の
多
い
項
目
の

要
因
の
分
析
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

答　
県
内
で
統
一
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
。
動
向
を
注
視
し
た
い
。

債務負担
行　　為

クマ対策に1137 万円計上
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報告９　専決処分
　　　�　利府第二おおぞら幼稚園駐車場内において、公

用車の車両がフェンスに接触し損害を与えたため、
町の負担割合が10割の内容で相手方と和解したこ
とから、専決処分したことを報告。

承認２　専決処分
　　　�　しらかし台中学校の校舎内地下ピットで、灯油

配管からの漏油と、水道管からの漏水が発生し、
復旧等に係る経費を緊急執行したため、専決処分
したことを報告し、承認を求める。

議案55　�乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例

　　　�　乳児等通園支援事業、通称「こども誰でも通園
制度」が市町村の認可事業に位置付けられたこと
から、当該事業の設備及び運営に関する基準を定
める。

議案56　�特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を
定める条例

　　　�　新たに乳児等のための支援給付制度が開始され
ることから、当該事業の運営に関する基準を定める。

議案57　職員の給与に関する条例の一部改正
　　　�　一般職 給料月額を平均3.3%引き上げ
　　　�　期末・勤勉手当
　　　�　0.05月引き上げ
議案58　�議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に

関する条例及び特別職の職員で常勤のものの給
与及び旅費に関する条例の一部改正

　　　�　特別職 給料月額
　　　�　町長24000円増
　　　�　副町長18000円増
　　　�　教育長16000円増
　　　�　議会議員、町長、副町長及び教育長の期末手当
　　　�　0.05月引き上げ
議案59　利府町児童厚生施設条例の一部改正
　　　�　松島海岸インターチェンジの改修工事に伴い、

宮城県道路公社に用地を売却するため、赤沼児童
遊園を廃止するため条例の改正。

議案60　�利府町議会議員及び利府町長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の一部改正

　　　�　公職選挙法施行令の一部を改正する政令が施行
されたことに伴い、「選挙運動用ビラ」及び「選
挙運動用ポスター」の作成に係る費用の公費負担
限度額が引き上げられたため改正。

議案61　令和７年度一般会計補正予算
　　　�　６億2321万1000円を追加し、総額を167億639万

7000円とする。
　　　　　　　　　　　　　　 14、15ページに掲載

議案62　�令和７年度国民健康保険特別会計補正予算
　　　�　580万1000円を追加し、総額を31億7362万円と

する。
議案63　�令和７年度介護保険特別会計補正予算
　　　�　310万8000円を追加し、総額を27億4108万

8000円とする。
議案64　令和７年度水道事業会計補正予算
　　　�　収益的支出を125万2000円増額。資本的収入を

500万円、資本的支出を197万1000円、それぞれ増額。
議案65　令和７年度下水道事業会計補正予算
　　　�　収益的支出を69万3000円増額。資本的支出を

77万3000円増額。
議案66　製造請負契約の締結
　　　�　町立菅谷台保育所の給食調理業務委託契約を締

結する。
議案67　工事請負変更契約の締結
　　　　新中堀新川崎線舗装工事の契約の変更。
議案68　指定管理者の指定
　　　�　令和８年４月１日から３年間、コミュニティセ

ンターの指定管理者として、特定非営利活動法人
利府町観光協会に指定する。

議案69　指定管理者の指定
　　　�　令和８年４月１日から５年間、文化交流センタ

ーの指定管理者として、利府みらいクリエイティ
ブに指定する。

議案70　宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更
議案71　町道の路線認定
　　　　22路線を町道として認定する。
議案72　町道の路線廃止
　　　�　土地区画整理事業において、新たに「金沢団地

Ｐ５－１号線」を整備したため、「神谷沢団地12
号線」を廃止する。

請願２号　発議３号
　　　刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書の提出。

　　　　　　　　　　　　　 13ページに掲載
請願３号　発議４号
　　　�　診療報酬及び介護報酬の抜本的引き上げ等によ

る労働者の処遇改善と医療機関や介護施設の経営
改善を求める意見書の提出。
　　　　　　　　　　　　　 13ページに掲載

令和7年12月定例会　採決状況一覧　　○賛成　　×反対　　議長（鈴木　忠美）は採決に加わらない。

議　　案

郷
右
近
佑
悟

阿
部
　
彦
忠

須
田
　
聡
宏

髙
木
　
綾
子

皆
川
　
祐
治

鈴
木
　
晴
子

金
萬
　
文
雄

土
村
　
秀
俊

浅
川
　
紀
明

今
野
　
隆
之

小
渕
洋
一
郎

高
久
　
時
男

伊
藤
　
　
司

羽
川
　
喜
冨

永
野
　
　
渉

鈴
木
　
忠
美

結　　果

報 告 第 ９ 号 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー
承 認 第 ２ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 承認（15：０）
議 案 第 55号 ～ 72号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決（15：０）
請 願 ２ ～ ３ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決（15：０）
発 議 ３ ～ ４ 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 可決（15：０）

（賛成：反対）

令和７年12月定例会提案議案　22件（報告１件、承認１件、議案18件　請願２件）

16令和８年1月23日発行
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一
般
質
問
と
は
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す

る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
質た
だ
す
こ
と
で
す
。
本
町
議
会
の
質
問
時
間
は
、
１
人
30
分
以

内
で
、
答
弁
時
間
は
含
み
ま
せ
ん
。

８
人
の
議
員
が

一

般

質

問

我
が
町
政
を
問
う

郷右近　佑悟� P19

⃝ 利府中学校弓道場の一般開放
⃝ 帯状疱疹ワクチン接種への取り組み

鈴木　晴子� P20

⃝ クマ対策
⃝ 防犯カメラ設置への補助

須田　聡宏� P18

⃝ キャリアシップ事業への取り組み
⃝ 若者の起業推進

浅川　紀明� P18

⃝ スポーツ団体への支援
⃝ 志教育の名称見直しとAI活用

小渕　洋一郎 � P19

⃝ 防犯灯の管理体制のあり方
⃝ 教育長の不在の現状と今後の選任

土村　秀俊 � P21

⃝ リフノスの運営評価と課題への対応
⃝ 地球温暖化対策

金萬　文雄� P20

⃝ 利府街道の渋滞緩和対策
⃝ DＸ推進への取り組み

阿部　彦忠� P21

⃝ 「スポーツのまち利府」への取り組み
⃝ 公金の管理体制整備

質問と答弁を要約した内容は、18ページ
から21ページです。なお、全文記録（議
事録）は３月下旬に利府町議会ホームペー
ジに掲載しますのでご覧ください
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須
す

田
だ

　聡
あき

宏
ひろ

浅
あさ

川
かわ

　紀
のり

明
あき

スポーツ団体への支援

キャリアシップ事業

問答
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を

よ
り
一
層
連
携
を
密
に
す
る

問答

受
け
入
れ
事
業
者
の

　
　
　
　
　
支
援
策
は
あ
る
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る

問　
町
と
教
育
委
員
会
が
後

援
し
た
水
泳
競
技
会
の
町
内

の
参
加
者
が
５
人
と
少
な
か

っ
た
。
周
知
不
足
も
要
因
で

あ
っ
た
と
考
え
る
。
町
と
し

て
積
極
的
な
支
援
を
検
討
し

て
は
。

答　
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
事
業

に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
な

ど
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問　
町
内
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体

へ
の
後
援
・
支
援
を
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
も
施
設
利
用

料
の
減
免
、
補
助
金
の
交
付
、

広
報
紙
で
の
Ｐ
Ｒ
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
よ
り
一

層
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

問　
教
育
委
員
会
と
し
て
の

さ
ら
な
る
支
援
は
。

答　
学
校
で
の
案
内
チ
ラ
シ

掲
示
等
は
考
え
ら
れ
る
が
、

最
終
的
に
は
校
長
の
判
断
と

な
る
。

問　
本
町
で
は
中
学
２
年
生

を
対
象
と
し
た
職
場
体
験
学

習
を
５
日
間
の
期
間
で
実
施

し
て
い
る
。
文
科
省
で
は
５

日
間
を
推
奨
し
て
い
る
が
、

仙
台
市
で
は
学
校
ご
と
に
３

日
か
ら
５
日
間
で
期
間
を
設

定
し
て
い
る
。
受
け
入
れ
事

業
者
か
ら
設
定
期
間
の
要
望

は
あ
る
か
。

答　
多
く
の
事
業
所
で
５
日

間
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

問　
志
教
育
の
５
つ
の
シ
ッ

プ
の
名
称
を
平
易
な
言
葉
で

再
体
系
化
し
て
は
。

答　
５
つ
の
シ
ッ
プ
の
名
称

は
根
づ
い
て
お
り
、
再
体
系

化
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
児
童
の
思
考
発
達
を
阻

害
し
得
る
Ａ
Ｉ
活
用
の
制
限

や
許
容
範
囲
の
あ
り
方
は
。

答　
Ａ
Ｉ
活
用
は
、
児
童
生

徒
の
発
達
の
段
階
や
情
報
活

用
能
力
の
育
成
状
況
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
適
正
な

利
用
へ
の
指
導
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
文
科
省
の
Ａ
Ｉ

活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考

に
規
定
を
整
理
し
た
い
。

問　
学
校
と
家
庭
が
連
携
し

Ａ
Ｉ
の
適
正
利
用
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

答　
教
育
は
家
庭
の
協
力
が

あ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
協
力
を
お
願
い

し
て
い
き
た
い
。

問
志
教
育
の
名
称
を

　

  

分
か
り
や
す
い
言
葉
に

答
再
体
系
化
は
考
え
て
い
な
い

教
育
行
政

問　
事
業
所
へ
の
お
礼
や
支

援
策
は
あ
る
の
か
。

答　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

事
業
所
を
紹
介
し
、
感
謝
状

や
ス
テ
ッ
カ
ー
、
卓
上
立
て

を
贈
呈
し
て
い
る
。

問　
生
徒
が
事
業
所
へ
向
か

う
際
の
公
共
交
通
機
関
利
用

へ
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

答　
町
民
バ
ス
を
利
用
す
る

際
に
は
無
料
で
乗
車
で
き
る
。

生
徒
が
通
勤
方
法
を
考
え
る

機
会
と
捉
え
て
い
る
。

スポーツ振興に更なる積極的支援を

地域で育む子どもたちの未来

問　
若
者
が
起
業
体
験
で
き

る
場
は
町
に
あ
る
か
。　

答　

tsum
iki

で
「
こ
あ
き

な
い
市
」「
新
・
生
業
塾
」

を
実
施
し
て
い
る
。「
こ
ど

も
の
ま
ち
」
も
体
験
の
場
と

捉
え
て
い
る
。

問　

tsum
iki

で
小
学
生
が

模
擬
出
店
す
る
こ
と
は
で
き

る
か
。

答　
直
接
利
用
で
販
売
で
き

る
が
、
保
護
者
の
同
伴
、
承

諾
が
必
要
で
あ
る
。

問　
町
内
の
既
存
イ
ベ
ン
ト

に
若
者
の
出
店
枠
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

答　
町
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
セ
プ

ト
も
あ
る
こ
と
か
ら
主
催
者

と
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。

問答
町
内
で
起
業
体
験

　
　
で
き
る
場
は
あ
る
か

tsum
iki

等
で

　
　
実
施
し
て
い
る

若
者
の
起
業
推
進

18令和８年１月23日発行
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郷
ご う こ ん

右近佑
ゆう

悟
ご

小
お

渕
ぶち

洋
よう

一
いち

郎
ろう

問
自
己
負
担
額
の
減
額
を

弓
道
場
の
一
般
開
放
は

日
曜
日
を
一
般
開
放
す
る

答
二
市
三
町
と
協
議
し
て
い
く

問　
利
府
中
学
校
弓
道
場
の

一
般
開
放
の
検
討
状
況
は
。

答　
令
和
８
年
１
月
か
ら
部

活
が
行
わ
れ
な
い
日
曜
日
を

開
放
す
る
。

問　
対
象
は
町
内
在
住
者
か
。

答　
町
内
在
住
か
在
勤
の
人

が
道
具
を
持
参
し
、
複
数
人

で
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
。

問　
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

に
備
え
、
事
前
の
取
り
決
め

が
必
要
と
考
え
る
が
。

問　
塩
釜
管
内
の
二
市
三
町

は
、
他
自
治
体
に
比
べ
て
組

換
え
ワ
ク
チ
ン
の
自
己
負
担

額
が
高
額
で
あ
る
。
自
己
負

担
額
を
減
額
す
る
考
え
は
。

答　
Ｂ
類
疾
病
の
定
期
接
種

に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

予
防
接
種
法
で
接
種
費
用
の

実
費
徴
収
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
ワ
ク
チ
ン
価

格
相
当
額
を
自
己
負
担
額
と

し
た
。
減
額
は
他
の
予
防
接

種
と
の
公
平
性
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
二

市
三
町
で
協
議
し
て
い
く
。

問　
帯
状
疱
疹
は
早
期
の
適

切
な
治
療
が
有
効
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
周
知
を
進
め

て
は
。

答　
重
要
性
が
高
い
と
考
え

て
い
る
。
周
知
を
強
化
し
て

い
く
。

答　
安
全
な
利
用
を
周
知
徹

底
し
て
い
く
。
利
用
者
の
中

に
大
人
を
含
む
よ
う
に
す
る

な
ど
、
利
用
要
件
を
考
え
て

い
く
。

問　
小
学
生
や
利
府
中
学
校

以
外
の
生
徒
か
ら
も
弓
道
を

や
っ
て
み
た
い
と
の
声
を
聞

く
。
弓
道
部
の
地
域
移
行
を

早
急
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　
学
校
の
意
向
を
大
事
に

し
進
め
て
い
き
た
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

みんなが親しめる弓道へ

問答 利府中学校弓道場

問　
不
在
は
、
１
年
２
か
月

続
い
て
い
る
。
任
命
権
者
と

し
て
、
任
命
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

答　
教
育
長
は
、
本
町
の
教

育
方
針
や
子
ど
も
達
の
教
育

環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
重
要
な
職
務
で
あ
る
。
不

在
が
続
く
現
状
は
、
保
護
者
、

小
中
学
校
関
係
者
、
教
育
委

員
会
に
心
配
を
か
け
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
、

早
期
の
任
命
に
向
け
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
利
府
第
二
小
学
校
の
移

転
の
検
討
も
不
在
の
ま
ま
進

め
て
い
く
の
か
。

答　
一
日
も
早
く
新
し
い
教

育
長
を
任
命
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
重
く
責
任
を
感
じ

て
い
る
。

問　
長
期
間
に
わ
た
る
状
態

は
、
決
し
て
良
い
こ
と
と
は

思
え
な
い
が
。

答　
一
日
も
早
く
皆
さ
ん
の

負
担
と
ご
苦
労
が
報
わ
れ
る

様
に
任
命
し
た
い
。

防犯灯の管理

問
教
育
長
の
任
命
予
定
は

問答
契
約
満
了
後
は
町
で
管
理
で
き
な
い
か

維
持
管
理
の
あ
り
方
を
検
討
す
る 答

早
期
の
任
命
に
向
け

　
　
　

  

取
り
組
ん
で
い
る

問　
町
内
会
管
理
分
の
防
犯

灯
の
年
間
電
気
代
は
。

答　
約
４
８
０
万
円
で
あ
る
。

問　
防
犯
灯
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
10
年
間
の
リ
ー
ス
契

約
を
締
結
し
て
い
る
。
リ
ー

ス
満
了
後
は
、
町
内
会
が
維

持
管
理
す
る
契
約
を
町
と
交

わ
し
て
い
る
。
町
内
会
に
は

大
き
な
負
担
で
あ
る
。

答　
契
約
の
際
、
全
て
の
町

内
会
か
ら
承
諾
を
得
て
お
り
、

現
時
点
に
お
い
て
維
持
管
理

は
、
町
内
会
に
実
施
い
た
だ

く
べ
き
事
項
と
な
っ
て
い
る
。

問　
防
犯
灯
の
管
理
を
直
接

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

町
内
会
が
維
持
管
理
を
限
ら

れ
た
予
算
か
ら
捻
出
す
る
こ

と
は
、
負
担
で
あ
る
。
町
で

管
理
で
き
な
い
か
。

答　
経
済
情
勢
の
変
化
や
新

た
な
防
犯
灯
の
開
発
な
ど
に

注
視
し
、
維
持
管
理
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。 教

育
長
の
不
在

防犯灯は町管理で
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鈴
すず

木
き

　晴
はる

子
こ

金
こん

萬
まん

　文
ふみ

雄
お

利府街道の渋滞緩和

クマ対策

問答
新
中
堀
新
川
崎
線
開
通
に
よ
る
効
果
は

渋
滞
緩
和
に
繋
が
る
と
捉
え
て
い
る

問答

ク
マ
目
撃
情
報
を

　
　
　
　
防
災
無
線
で
発
信
を

緊
急
度
が
高
い
場
合
は
使
用
を
考
え
て
い
る

問　
利
府
街
道
の
渋
滞
緩
和

策
の
一
つ
と
し
て
新
中
堀
新

川
崎
線
が
令
和
７
年
度
末
に

完
成
予
定
で
あ
る
。
効
果
の

見
込
み
は
。

答　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
利
府

南
館
へ
来
店
す
る
50
％
の
車

が
こ
の
路
線
へ
迂
回
す
る
と

推
計
し
て
い
る
。
こ
の
路
線

を
岩
切
地
区
ま
で
整
備
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
渋
滞
緩

和
が
期
待
で
き
る
。

問　
宮
城
県
渋
滞
対
策
連
絡

協
議
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

利
府
街
道
の
渋
滞
は
、
道
沿

い
の
施
設
へ
行
く
車
が
集
中

す
る
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て

い
る
。
渋
滞
緩
和
策
の
取
り

組
み
状
況
は
。

答　
令
和
８
年
度
ま
で
に
７

か
所
の
対
策
工
事
を
行
う
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。
主
な

対
策
は
、
右
折
レ
ー
ン
の
延

長
工
事
で
あ
る
。

問　
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
あ

っ
た
際
、
住
民
を
守
る
と
い

う
視
点
の
情
報
発
信
体
制
は

ど
う
か
。

答　
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
信
し
て
い
る
。

問　
「
防
災
無
線
で
知
ら
せ

て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
あ
る
が
。

答　
緊
急
度
が
高
い
場
合
に

は
使
用
を
考
え
て
い
る
。

問　
ク
マ
が
出
没
し
た
付
近

の
除
草
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問　
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
変
化
は
あ
る
の

か
。
推
進
す
る
に
あ
た
り
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

た
め
の
情
報
格
差
対
策
は
。

答　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
拡

充
し
、
来
庁
を
要
し
な
い
手

続
き
を
段
階
的
に
拡
大
し
て

い
く
。
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ

な
人
が
不
利
益
を
被
ら
な
い

よ
う
に
、
対
面
対
応
の
質
を

維
持
し
、
ス
マ
ホ
教
室
や
、

ス
マ
ホ
講
師
派
遣
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
継
続
し
て
い
く
。

問　
国
は
Ｄ
Ｘ
推
進
で
、
人

件
費
削
減
を
目
標
の
一
つ
に

挙
げ
て
い
る
。
業
務
効
率
化

に
よ
る
窓
口
の
縮
小
や
閉
鎖

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
。

答　
人
員
削
減
や
窓
口
の
縮

小
は
考
え
て
な
い
。
職
員
が

本
来
力
を
発
揮
す
べ
き
業
務

に
一
層
注
力
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。

問
Ｄ
Ｘ
推
進
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
は

答
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
拡
充
す
る

Ｄ
Ｘ
推
進

国
の
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も

緩
衝
帯
の
整
備
が
あ
る
。
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
今
後
、
国
・
県
の
動
向

を
見
な
が
ら
対
応
す
る
。

問　
12
月
補
正
予
算
で
児
童

生
徒
へ
の
ク
マ
よ
け
鈴
の
配

布
が
計
上
さ
れ
た
。
高
校
生

や
高
齢
者
等
へ
も
配
布
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
検
討
し
た
い
。

利府街道の渋滞解消は切実な住民の願い

クマから住民を守る対策をさらに

問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費

を
自
治
体
が
補
助
す
る
制
度

が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

犯
罪
抑
止
や
地
域
の
安
全
の

た
め
、
本
町
に
お
い
て
も
町

内
会
や
個
人
に
対
す
る
助
成

制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、

運
用
ル
ー
ル
の
検
討
、
録
画

デ
ー
タ
の
管
理
責
任
な
ど
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
。
先
進

事
例
や
制
度
を
調
査
研
究
し
、

実
現
の
可
否
を
判
断
し
た
い
。

問　
県
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
事
業
」
が
あ
る
。
市
町
村

が
団
体
に
補
助
を
行
う
場
合
、

費
用
の
２
分
の
１
を
県
が
補

助
す
る
。
こ
の
事
業
の
活
用

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
早
急
に
調
査
研
究
・
検

討
を
進
め
た
い
。

問
県
補
助
金

　
　
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
を

答
調
査
研
究
と
検
討
を
早
急
に
実
施

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
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土
つち

村
むら

　秀
ひで

俊
とし

阿
あ

部
べ

　彦
ひこ

忠
ただ

答 問
２
０
３
０
年
ま
で
の

　
　
　
　
　

 

取
り
組
み
は

リ
フ
ノ
ス
の
※

指
定
管
理
の
評
価
は

質
の
高
い
事
業
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る

省
エ
ネ
家
電
や
太
陽
光
発
電
を
進
め
る

問　
「
リ
フ
ノ
ス
」
が
開
館

し
て
５
年
に
な
る
。
管
理
運

営
を
指
定
管
理
者
に
委
託
し

て
き
た
が
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答　
指
定
管
理
導
入
の
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
各
分
野
の
専
門

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ

れ
、
質
の
高
い
事
業
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
。
成
果
は
充

分
得
ら
れ
た
。

問　
町
が
策
定
し
た
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
の
Ｃ
Ｏ

２
削
減
目
標
の
達
成
状
況
は
。

答　
２
０
１
８
年
に
策
定
し

た
実
行
計
画
は
公
共
施
設
を

対
象
と
し
、
２
０
３
０
年
度

ま
で
に
26
％
の
削
減
を
目
指

し
た
。
２
０
２
４
年
度
に

27
・
８
％
削
減
し
て
お
り
、

達
成
し
て
い
る
。

問　
２
０
３
０
年
ま
で
の
５

年
間
で
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答　
目
標
達
成
に
向
け
て
省

エ
ネ
家
電
へ
の
買
換
え
促
進

や
啓
発
活
動
、
公
共
施
設
の

太
陽
光
発
電
設
置
等
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
指
定
管
理
の
運
営
で
課

題
と
捉
え
た
部
分
は
、
今
後

ど
の
よ
う
に
改
善
、
反
映
さ

せ
る
の
か
。

答　
毎
月
１
回
、
指
定
管
理

者
と
定
例
会
議
を
開
催
し
て

い
る
。
多
岐
に
わ
た
り
協
議

及
び
情
報
を
共
有
し
て
、
円

滑
な
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

※
指
定
管
理
者

　
公
の
施
設
の
管
理
運
営
を
自
治
体
に

代
わ
っ
て
行
う
民
間
企
業
や
団
体
の
こ
と
。

地
球
温
暖
化
対
策

令和８年度から２期目の指定管理が始まる

問

問

答 リフノスの運営

問　
令
和
６
年
度
中
に
発
生

し
た
公
金
着
服
に
よ
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
の
事
案

は
、
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ

た
の
か
。

答　
公
務
員
倫
理
の
欠
如
、

単
独
対
応
に
よ
る
危
機
管
理

の
甘
さ
、
点
検
事
務
の
形
骸

化
、
隠
蔽
思
考
が
要
因
と
分

析
し
た
。

問　
公
金
の
取
り
扱
い
体
制

は
確
立
で
き
た
か
。

答　
公
金
等
取
扱
い
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
た
。
全
職
員

に
周
知
し
て
運
用
し
て
い
る
。

問　
現
金
の
預
か
り
と
持
ち

運
び
、
保
管
ま
で
の
一
連
の

流
れ
は
全
て
複
数
名
で
対
応

す
る
の
か
。

答　
全
て
原
則
複
数
職
員
で

対
応
す
る
と
定
め
て
い
る
。

スポーツのまち利府

問

答
見
る
ス
ポ
ー
ツ
の
今
後
の
発
展
は

ラ
リ
ー
は
全
日
本
選
手
権
を
視
野 答

公
金
等
取
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
し
た

問　
見
る
ス
ポ
ー
ツ
は
観
光

と
し
て
の
経
済
効
果
も
期
待

さ
れ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に

発
展
さ
せ
る
の
か
。

答　
ラ
リ
ー
は
、
全
日
本
や

世
界
選
手
権
大
会
の
開
催
を

視
野
に
発
展
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
流
鏑

馬
大
会
は
町
民
主
体
の
「
う

ま
う
ま
祭
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
。
町
民
協
働
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
大
切
に
し
、
町

も
応
援
し
て
い
く
。

問　
健
康
増
進
に
向
け
、
幅

広
い
年
代
が
活
動
で
き
る
よ

う
、
公
園
や
体
育
館
設
備
の

環
境
整
備
が
必
要
で
は
。

答　
令
和
２
年
度
に
ス
ポ
ー

ツ
施
設
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
た
。
利
用
者
か
ら
の
要

望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
安

心
で
安
全
な
施
設
整
備
に
努

め
て
い
く
。

公
金
の
管
理
体
制
整
備

「スポーツのまち」の発展を

新
た
な
公
金
管
理
の

　
　
　
　
　
　
体
制
は
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産業建設常任委員会

総務企画常任委員会

「（旧）十符の里プラザ跡地利活用方針に関する請願書」の審査

都市開発部・経済産業部・上下水道部　所管事務調査

企画部　所管事務調査　秘書政策課

●プレイスデザインワークショップの開催状況を調査
　（旧）十符の里プラザ跡地利活用の検討は、議会として、令
和６年９月定例会で、事業の進行を留保し住民の声を聞く期
間を置くことへの決議書を可決した経緯があります。町では
そのような状況も踏まえ、ワークショップを開催しました。
この度、請願書が提出されたことから、ワークショップの開
催状況を調査しました。毎回の参加者は30人程度で、ほとん
どが町内在住者とのことです。これまで５回開催し、参加者
の声から、利活用案が５パターン作成されました。６回目の
開催時にワークショップの最終案をまとめるとのことでした。
その後、ワークショップや利活用方針に係る町民への意見募
集結果の内容を基に、外部有識者を交えた検討委員会などで
検討を行っていきたいとの説明でした。

●政策係
・利府町総合計画の見直し
・包括連携協定締結
・地域おこし協力隊支援業務

●地域インフラ群再生戦略マネジメント（群マネ）
　提言テーマを検討する委員間討議の中で、国が進めて
いる「群マネ」が今後のまちづくりに必要になるのでは
ないかとの意見がありました。「群マネ」とは、自治体
の技術系職員不足やインフラの老朽化に対応するため、
複数自治体や複数分野のインフラをまとめて効率的に管
理する手法で、国交省が推進しています。地方公共団体
や関連事業者、学識経験者などが連携して、広域的な視
点でインフラ維持管理の課題解決を目指す取り組みです。
　利府町における公共インフラの維持管理は、人口減少
に伴う財政制約と施設老朽化により、かつてない転換期
にあります。従来の「施設ごと」の管理から脱却し、デ
ジタル技術を用いて複数の施設を面で捉えて最適化する

「群マネ」の導入は、これからのまちづくりに 必要な取
り組みであると考えます。今後、委員間での討議を引き
続き行い、提言テーマを決定していきます。

●秘書広報係
・儀式、栄典表彰
・こちら町長室
・広報業務

右記の主な業務内容の説明を受けました。今後、所管している
他の部の調査も行い、提言テーマを決定していきます。

各部から主な業務や事業内容の説明を受けました。今後、委員
間で討議を行い、提言テーマを決定します。

各委員会の主な活動を紹介します。

活発な意見が飛び交うワークショップの様子

「群マネ」の説明資料は国交省の「群マネの手引きVir.1」より

委員会活動レポート
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教育福祉常任委員会

議会活性化特別委員会

コミュニティ・スクール
「地域食堂」の取り組み

利府第二小学校建替事業

利府町議会基本条例の検証

　教育部教育総務課からコミュニティ・スクール（学
校運営制度）の説明を受けました。学校と地域住民が
力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能とな
る「地域とともにある学校」への転換を図るための
有効な仕組みです。

　町では、令和7年度から地域食堂運営への支援を行
っています。支援の必要性、町内の地域食堂の活動
状況、今後の展開と期待する効果などの説明を受け
ました。町では地域食堂への支援を社会福祉協議会
へ業務委託しています。主な内容は以下のとおりです。
　・地域食堂の開設・運営に関する相談
　・食料調達の相談、マッチング支援

　令和６年度に４候補地から菅谷地区を移転候補地
として選定しました。令和７年３月、 神谷沢地区・菅
谷地区を対象として住民説明会が実施されました。
今後のスジュールは以下のとおりです。
　・令和10年　造成工事
　・令和12年　建築工事
　・令和14年　開校

●所管事項
利府町議会基本条例の検証

（1）条例5条関係　議員相互間の自由討議

（2）条例11条関係　政策等の形成過程等の説明要求のあり方

（3）�条例15条関係　議会の機能強化のためのアドバイザーの活用

（4）議会業務継続計画行動基準策定

（5）条例21条関係　ハラスメント条例の策定

（6）予算、決算特別委員会等における審議方法

（7）議員選出監査委員制度

（8）条例3章関係　主権者教育の充実

（9）条例3章関係　ICT化推進状況の検証

（10）条例20条関係議員報酬、費用弁償

（11）議会の自立権

● 令和８年６月までに進める事項と担当
・議員相互間の自由討議
　期間：令和８年６月まで
　担当：髙木副委員長・小渕委員
・ハラスメント条例の策定
・政治倫理条例の改正
　期間：令和８年６月まで
　担当：羽川委員・金萬委員
・議員報酬、費用弁償の見直し
　期間：令和８年６月まで
　担当：髙木副委員長・小渕委員
※鈴木（晴）委員長は全体を担当します。

● 令和９年６月までに進める事項
    上記以外の事項を順次進めていきます。

各部から主な業務内容の説明を受けました。今後、委員間
で討議を行い、提言テーマを決定します。説明を受けた内
容から主なものを紹介します。

議会の活性化と町民に開かれた議会、町民に借頼される議会づくりを進
めるため、特別委員会を設置し、調査研究していきます。今後２年間で進
める項目の整理を行い、ロードマップを作成しました。

世代を超えてつながる地域食堂の取り組み

委員会活動レポート
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笑
顔
あ
ふ
れ
る

楽
し
い
居
場
所
づ
く
り

―
参
加
人
数
は
。

　

初
め
は
30
人
く
ら
い
を
想

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
口
コ

ミ
で
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
、

50
人
く
ら
い
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
集
会
所
で
人
数

が
限
ら
れ
る
た
め
、
子
ど
も

は
青
山
小
学
校
限
定
で
す
が
、

大
人
は
多
方
面
か
ら
来
て
い

ま
す
。

―
活
動
の
き
っ
か
け
は
。

　
「
食
を
通
し
て
高
齢
者
か

ら
子
ど
も
ま
で
誰
で
も
来
ら

れ
る
居
場
所
づ
く
り
を
し
た

い
」「
自
分
た
ち
の
地
域
で

何
か
で
き
な
い
か
」
と
い
う

メ
ン
バ
ー
の
熱
い
思
い
が
形

に
な
り
、
令
和
７
年
４
月
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

―
活
動
メ
ン
バ
ー
は
。

　

運
営
ス
タ
ッ
フ
は
５
人
で

す
。
開
催
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
７
か
ら
８
人
く

ら
い
の
人
が
手
伝
い
に
来
て

い
ま
す
。
大
学
生
や
高
校
生

も
手
伝
っ
て
く
れ
て
、
ス
タ

ッ
フ
も
多
世
代
で
と
て
も
賑

や
か
で
楽
し
い
で
す
。

　

今
は
核
家
族
が
多
く
、
多

世
代
の
交
流
が
非
常
に
少
な

い
時
代
で
す
。
ひ
と
り
で
食

事
す
る
子
ど
も
や
高
齢
者
も

増
え
て
い
る
と
聞
き
、「
み

ん
な
で
食
べ
る
と
楽
し
い
」

―
活
動
内
容
は
。

　

青
山
３
丁
目
集
会
所
で
毎

月
１
回
を
目
標
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
夏
休
み
な
ど
に
多

く
開
催
し
た
の
で
、
12
月
ま

口
コ
ミ
で
参
加
者
増
加
中

メ
ン
バ
ー
の
熱
い
思

い
を
形
に

多
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み
ん
な
で
食
べ
る
と
楽

し
い
と
思
え
る
場
所
へ

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
め
る
企
画

みんな思わず笑顔になるおいしさ

恒例の輪投げ大会

お料理はスタッフ総出で作ります

と
思
え
る
場
所
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
か
ら
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。

で
に
12
回
開
催
し
ま
し
た
。

11
時
か
ら
受
付
が
始
ま
り
、

11
時
半
頃
か
ら
食
事
が
始
ま

り
ま
す
。
食
事
が
終
わ
り
落

ち
着
い
た
頃
、
お
楽
し
み
企

画
の
歌
や
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
ま
す
。
最
近
は
大
人
も

子
ど
も
も
み
ん
な
で
楽
し
む

「
輪
投
げ
大
会
」
が
ブ
ー
ム
で

す
。

AOYAMA地域食堂
町内で活動している団体やサーク
ルを紹介しています。
また、議会に対する意見もいただ
きました。
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楽しく過ごす居場所です！

みんなでワイワイ！

季
節
を
取
り
入
れ
た
一
品

このような居場所
作りが町内に
広がると

うれしいです！

地域のみんなで
あったかいごはん！
素敵な空間です

赤ちゃんも
子どもも大人も
みんな仲良く
楽しい時間です

おいしい！楽しい！
食堂です！
みんなきてね

心を込めて
お料理しています！
みんなの笑顔が
うれしいです！

私も１か月に
一回の食堂が
とても

楽しみです！

―
毎
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
の

よ
う
に
決
め
て
い
ま
す
か
。

　

季
節
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ

ュ
ー
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
食
材
の
寄
付
や
、
フ

ー
ド
バ
ン
ク
か
ら
提
供
の
あ

っ
た
食
材
を
活
か
し
、
メ
ニ

ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

サラダの盛り付けも素敵です

好きな食材をそれぞれが取り分けます

―
開
催
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ

と
は
。

　

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

世
代
を
超
え
て
楽
し
く
交
流

し
て
い
ま
す
。「
次
は
近
所

の
お
友
達
を
連
れ
て
く
る

ね
」
と
お
声
が
け
を
い
た
だ

く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
ご
家
族

も
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、
皆
さ
ん
か
ら
「
と
っ

―
今
後
の
展
望
は
。

　

利
府
町
は
転
入
者
も
多
い

の
で
、
繋
が
る
き
っ
か
け
づ

く
り
の
場
と
し
て
も
提
供
で

き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

町
で
も
地
域
食
堂
を
開
催

す
る
団
体
が
少
し
ず
つ
増
え

て
来
ま
し
た
。
い
つ
か
は
町

内
各
所
に
広
が
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
も
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
ず
は
私
た
ち
が
継
続
し

て
開
催
で
き
る
よ
う
、
議
会

か
ら
も
後
押
し
を
お
願
い
し

ま
す
。

家
族
全
員
で
の
参
加
も

町
内
に
広
が
っ
て
ほ
し
い

いろんな年代が
集まってわいわい！
スタッフも
楽しんでます！

て
も
楽
し
い
！
」
と
の
言
葉

を
い
た
だ
き
私
た
ち
も
嬉
し

い
で
す
。

25 りふ議会だより　№200

い
き
い
き
活
動



RIFU town council public relations magazine

委 員 長　鈴木 晴子 副委員長　金萬 文雄　
委　　員　高久 時男 小渕洋一郎　　髙木 綾子
　　　　　阿部 彦忠 郷右近佑悟

編集/議会広報常任委員会

利府町議会のホームページ
もご覧ください

環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す

〒981-0112  宮城県宮城郡利府町利府字新並松4番地
TEL：022ー767ー2127  FAX：022ー767ー2110

この議会だよりは1万4800部作成し、１部あたりの印刷製本費は約29円です。

鳳雛とは：将来すぐれた人物になることが期待される子どものこと。
ほう  すう

編集・発行責任者／議長 永野　渉
利 府 町 議 会発 行　

声
VOICE

「町の鳳雛へインタビュー」
インタビューテーマ

　取材のため、腕章を着用した議員が写真撮影に伺う
ことがあります。ご協力をお願いいたします。

議会からのお願い

みんなの議会 傍聴しませんか
次の定例会は、
を予定しています。

３月２日（月）から３月13日（金）

頭脳フル回転！目指せ未来の名人！

第 45 回・46 回文部科学大臣杯
少年少女囲碁大会

小学生の部　ベスト８ ２大会続けてのベスト８、おめでとうございます！囲碁を
始めたきっかけはなんですか？

ぎかい

将来の目標や夢を教えてください。 ぎかい

選挙や政治に対してどう思いますか？ ぎかい

囲碁を続ける中で頑張ったことや
大変だったことはありますか。

ぎかい

一局一局を楽しみながら強くなって下さい！
全力で応援しています。
利府町はどんな町になってほしいですか。

ぎかい

囲碁の魅力を教えてください。 ぎかい

渋谷　宗志 さん 12歳
（利府第二小学校６年）

しぶ　たに そう　し

６歳の時に利府町文化祭で囲碁のことを知って、「囲碁
って面白そうだなあ」と思った事がきっかけです。

囲碁は盤上のどこにでも自由に石を置くことが出来
るので、戦略の幅がとても広くて面白いです。

囲碁の大会で全国優勝して、将来はプロ
棋士になりたいです。

子どもたちが夢を叶えやすい町になってほしいで
す。スポーツのまちだけじゃなく、囲碁を含めた文化
芸術のまちにもなってほしいです。

学校で選挙の出前授業を受けて、いろいろ知りま
した。18歳になったら投票に行ってみたいと思い
ました。

詰め碁の問題をたくさん解いています。難しい問
題は解くまで何日もかかることがありますが、先
を読む力を鍛えています。スランプで悩む時もあ
りますが、囲碁が好きなので努力を続けることが
できます。


